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平成29年第４回

定例会
11月29日(水)

〜12月13日(水)

　

一
般
会
計
は
、
衆
議
院
議
員
選

挙
に
伴
う
専
決
処
分
を
含
め
歳

入
・
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
１
億
７
０

０
１
万
８
千
円
を
増
額
し
、
予
算

総
額
を
２
４
３
億
４
２
４
９
万
７

千
円
と
し
ま
し
た
。

地
方
創
生
推
進
事
業

９
７
７
万
４
千
円

　

移
住
定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
、
飛
鳥
時
代
の
歴
史
上
の

人
物
「
下し

も

つ

け

の

こ

ま

ろ

野
古
麻
呂
」
と
瓜う

り

田た

瑠る

璃り

が
登
場
す
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

「
サ
ク
ラ
ノ
チ
カ
イ
」
を
作
成
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
活
用
し
て
オ
リ

ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
作
成
し
Ｐ
Ｒ
活

動
を
実
施
し
ま
す
。

宮
前
堰
改
修
事
業

２
６
０
９
万
２
千
円

　

平
成
30
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い

た
姿
川
の
宮
前
堰
改
修
の
早
期
着

工
に
向
け
、
費
用
の
一
部
を
前
倒

し
て
計
上
し
ま
し
た
。

■
下
野
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
ゆ
う
ゆ
う
館

　

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
管
理
運

営
の
効
率
化
の
た
め
、
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
し
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
は
、
社
会
福
祉

法
人
下
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
す
。

　

指
定
期
間
は
平
成
30
年
４
月

１
日
～
33
年
３
月
31
日
ま
で
の

３
年
間
で
す
。

■
三
王
山
ふ
れ
あ
い
公
園

　

一
部
オ
ー
プ
ン
（
キ
ャ
ン
プ

場
と
ド
ッ
グ
ラ
ン
）
し
て
い
た

三
王
山
公
園
は
、
今
年
度
全
面

完
成
す
る
こ
と
か
ら
、
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
し
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
は
、
株
式
会
社

道
の
駅
し
も
つ
け
で
す
。
指
定

期
間
は
平
成
30
年
４
月
１
日
か

ら
３
年
間
で
す
。

補

正

予

算

平
成
29
年
第
４
回
定
例
会

は
、
11
月
29
日
か
ら
12
月
13

日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
提
案
に
よ
り
、
専
決

処
分
の
承
認
１
件
、
29
年
度

補
正
予
算
案
３
件
、
条
例
の

一
部
改
正
案
４
件
、
及
び
そ

の
他
の
議
案
７
件
の
計
15
件

が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案

の
と
お
り
可
決
（
承
認
）
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
活
性
化
特
別

委
員
会
の
最
終
報
告
を
行
い

全
会
一
致
で
了
承
さ
れ
ま
し

た
。ほ

か
、
請
願
１
件
を
審
査

し
、
趣
旨
採
択
と
な
り
ま
し

た
。一

般
質
問
で
は
７
人
の
議

員
が
市
の
対
応
や
考
え
方
を

問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

平成29年第４回

定例会
11月29日(水)

〜12月13日(水)

一
般
会
計
補
正
予
算

１
億
７
０
０
１
万
円
追
加

総
額
２
４
３
億
４
２
４
９
万
円

指
定
管
理
者
の
指
定

■
ふ
れ
あ
い
館

■
グ
リ
ム
の
森・グ
リ
ム
の
館

■
市
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
９
施
設
）

そ
の
ほ
か
、
指
定
管
理
者
の
指
定
を
議
決
し
た
施
設

■平成29年度各会計補正予算 （単位：千円）

会　　　　　　計　　　　　　名 補　正　額 補正後の予算額

一般会計
第４号（専決処分の承認） 2852万6

243億4249万7
第５号 1億4149万2

特別会計
介護保険 261万6 43億0892万9

仁良川地区土地区画整理事業 1160万0 7億2679万1

■レストハウスしもつけ

■市民農園
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都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

　

蔓
巻
公
園
、
三
王
山
ふ
れ
あ
い

公
園
、
グ
リ
ム
の
館
及
び
都
市
公

園
の
施
設
使
用
料
の
一
部
を
改
正

し
ま
す
。

蔓
巻
公
園

三
王
山
ふ
れ
あ
い
公
園

　

三
王
山
ふ
れ
あ
い
公
園
が
３
月

に
フ
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
伴

い
、
両
公
園
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
使
用
料
を
変
更
し
ま
し
た
。

グ
リ
ム
の
館

夜
明
け
前

　

施
設
増
設
や
改
装
に
伴
い
、
売

店
・
飲
食
店
の
運
営
事
業
者
か
ら

徴
収
す
る
使
用
料
を
定
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
グ
リ
ム
の
館
に
つ
い
て

は
、
控
室
が
２
室
増
加
し
た
た
め
、

そ
れ
ら
の
使
用
料
を
新
た
に
設
け

ま
し
た
。

条

例
・

質

疑

条
例

■オートキャンプ場の使用料
（蔓巻公園・三王山ふれあい公園）

改正後（税抜） 改正前（税抜）
区分 使用料 区分 使用料

11時～ 16時 2,000円 10時～ 15時 1,000円
16時～ 21時 2,000円 16時～ 22時 1,000円
11時～翌日10時 6,000円 22時～翌日9時 1,000円
16時～翌日10時 4,000円
※三王山ふれあい公園は一般サイトの料金です。

グ
リ
ム
の
館
に
新
設
さ
れ
た
控
室
２
室

の
使
用
料
（
入
場
料
無
料
で
営
利
・
宣

伝
の
目
的
で
な
い
イ
ベ
ン
ト
で
使
用
す

る
場
合
の
例
）

■控室２� （税抜）
利用時間 使用料
9時～ 13時 600円
13時～ 17時 600円
17時～ 22時 720円
■控室３� （税抜）
利用時間 使用料
9時～ 13時 420円
13時～ 17時 420円
17時～ 22時 500円

総
括
質
疑

衆
議
院
議
員
選
挙
費

問
国
政
選
挙
費
用
は
国
県

支
出
金
で
全
額
賄
わ
れ

る
の
が
原
則
と
理
解
し
て
い
る

が
、
今
回
も
７
９
１
万
円
の
不

足
額
が
生
じ
た
大
き
な
要
因
は

何
か
。

答
補
正
予
算
の
歳
入
で
は

国
の
基
準
に
則
り
、
歳

出
で
は
多
め
に
計
上
し
た
が
、

不
足
し
た
。
今
後
実
績
に
基
づ

き
決
定
さ
れ
る
が
、
全
額
国
費

に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
備
品

購
入
に
つ
い
て
は
、
市
議
選
な

ど
他
の
選
挙
で
も
使
う
の
で
、

そ
の
分
按
分(

減
額)

さ
れ
る
。

問
期
日
前
投
票
バ
ス
運
行

の
利
用
状
況
は
ど
う
か
。

周
知
は
ど
の
よ
う
に
実
施
し
た

の
か
。

答
２
日
間
、
各
日
と
も
８

コ
ー
ス
運
行
し
、
12
名

が
利
用
し
た
。
急
な
選
挙
で
あ

り
、
新
聞
折
り
込
み
な
ど
で
周

知
し
た
が
、
十
分
で
は
な
か
っ

た
と
考
え
て
い
る
。
次
の
選
挙

ま
で
に
、
利
用
者
が
ふ
え
る
よ

う
、
周
知
活
動
や
巡
回
バ
ス
停

留
所
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ゆ
う
ゆ
う
館

問
指
定
管
理
に
す
る
こ
と

で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

期
待
で
き
る
の
か
。

答
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

は
、
夏
場
の
朝
風
呂
や

シ
ョ
ウ
ブ
湯
な
ど
季
節
風
呂
の

実
施
、
ま
た
、
各
種
団
体
と
連

携
し
て
所
有
バ
ス
で
の
送
迎
つ

き
セ
ッ
ト
プ
ラ
ン
の
実
施
、
介

護
福
祉
用
具
や
障
害
者
就
労
支

援
施
設
の
※

セ
ル
プ
商
品
の
展

示
販
売
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る

こ
と
な
ど
が
提
案
さ
れ
て
お
り
、

来
館
者
の
増
加
及
び
地
域
福
祉

事
業
の
拡
充
が
図
ら
れ
る
も
の

と
期
待
し
て
い
る
。

※
障
害
者
就
労
支
援
施
設
で
作
製
さ
れ

た
商
品

都
市
公
園
条
例
の
改
正

問
グ
リ
ム
の
館
の
売
店
及
び

飲
食
店
施
設
使
用
料
は

「
売
上
高
の
３
％
以
上
10
％
以
下

に
お
い
て
市
長
が
定
め
る
額
及
び

光
熱
水
費
の
実
費
」
と
な
っ
て
い

る
が
、
売
上
高
の
割
合
に
幅
を
持

た
せ
た
意
図
は
。

答
使
用
料
の
設
定
で
は
定
額

の
も
の
と
売
上
高
に
一
定

割
合
を
乗
じ
る
も
の
が
あ
る
が
、

グ
リ
ム
の
館
は
時
期
や
季
節
に
よ

り
入
園
者
数
に
変
動
が
あ
り
、
定

額
使
用
料
で
は
入
園
者
数
が
少
な

い
時
期
に
運
営
事
業
者
の
負
担
が

大
き
く
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
運
営
事
業
者
の
運
営
意
識

を
高
め
る
た
め
に
も
、
売
上
高
に

一
定
割
合
を
乗
じ
る
方
法
が
適
正

と
考
え
た
。

　

割
合
に
つ
い
て
は
、
売
上
高
の

約
10
％
以
内
が
一
般
的
で
あ
り
、

県
内
他
市
で
も
10
％
を
上
限
に
し

て
い
る
。
お
菓
子
の
家
が
新
規
の

施
設
で
あ
り
、
今
後
売
上
高
に
変

動
が
生
じ
た
場
合
で
も
対
応
で
き

る
よ
う
、
近
隣
の
事
例
を
参
考
に

割
合
に
幅
を
持
た
せ
た
。

グリムの館

ゆうゆう館
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請
願
の
趣
旨

　

歴
史
文
化
財
と
し
て
貴
重
な
日

光
道
中
（
旧
日
光
街
道
）
が
、
一

部
赤
道
と
な
り
雑
木
林
化
し
て
忘

れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
市

は
、
こ
の
赤
道
の
整
備
や
下
石
橋

一
里
塚
の
保
護
に
取
り
組
み
、
文

化
財
・
観
光
資
源
と
し
て
利
活
用

を
図
る
と
と
も
に
後
世
に
残
す
責

任
が
あ
り
、
次
の
対
策
を
講
じ
る

よ
う
求
め
る
。

①�

旧
日
光
道
中
の
赤
道
と
な
っ
て

い
る
箇
所
を
市
道
に
認
定
し
、

遊
歩
道
と
し
て
整　

備
・
管
理

す
る
。

②�

下
石
橋
一
里
塚
の
調
査
と
保
護

を
早
急
に
進
め
、
小
金
井
一
里

塚
と
の
間
を
実　

際
に
歩
く
こ

と
が
で
き
る　

体
感
型
文
化
財

と
す
る
。

紹
介
議
員

石
田
陽
一
議
員

村
尾
光
子
議
員

委
員
会
審
査
の
経
緯

付
託
さ
れ
た
教
育
福
祉
常
任
委
員

会
で
は
、
委
員
か
ら
、「
趣
旨
に

は
賛
同
す
る
も
の
の
、
現
在
、
東

の
飛
鳥
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
と

し
て
下
野
薬
師
寺
跡
や
国
分
寺
跡
、

国
分
尼
寺
跡
を
整
備
し
、
歴
史
資

産
と
し
て
保
存
活
用
す
べ
く
事
業

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
す
ぐ
に
と
い
う
の
は
厳
し
い
」

「
赤
道
は
昔
の
面
影
を
留
め
て
い

な
い
た
め
、
人
が
通
れ
る
よ
う
に

し
て
立
て
札
を
立
て
る
な
ど
の
整

備
は
必
要
と
思
う
が
、
ほ
か
の
事

業
と
の
関
係
で
将
来
的
な
課
題
と

思
わ
れ
る
」「
事
業
の
実
施
に
当

た
り
、
ど
れ
だ
け
の
予
算
と
年
月

が
か
か
る
か
わ
か
ら
な
い
。
今
、

採
択
す
る
こ
と
は
難
し
い
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
表
決
の
結
果

趣
旨
採
択

村
尾
光
子
議
員

採
択
す
べ
き

　

紹
介
議
員
に
な
る
に
当
た
り
現
地
を
確
認
し
、
か
な
り
荒
れ

果
て
た
状
況
で
あ
る
と
確
認
し
た
。
今
後
、
歴
史
文
化
財
を
活

用
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
、
交
流
人
口
を
ふ
や
し
市
の
活
性
化
を

進
め
る
た
め
に
は
現
況
の
ま
ま
史
跡
を
放
置
し
活
用
し
な
い
の

は
い
か
が
な
も
の
か
。

　

す
で
に
民
間
旅
行
事
業
者
に
よ
る
日
光
街
道
を
歩
く
ツ
ア
ー

が
開
催
さ
れ
、
市
内
飲
食
店
や
グ
リ
ム
の
館
に
足
を
運
ん
で
お

り
、
経
済
効
果
も
期
待
で
き
る
。
遊
歩
道
の
整
備
な
ど
に
よ
り

こ
の
史
跡
の
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
が
よ
り
一
層
拡
大
す
る

こ
と
を
願
う
。

髙
山
利
夫
議
員

趣
旨
採
択
す
べ
き

　

下
石
橋
一
里
塚
は
市
歴
史
文
化
基
本
構
想
に
お
い
て
保
存
活

用
方
法
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
に
は
賛
同
し
て
い
る

が
、
交
付
税
優
遇
措
置
が
段
階
的
に
縮
減
さ
れ
て
い
る
今
、
限

ら
れ
た
予
算
で
し
っ
か
り
と
し
た
計
画
の
実
現
に
向
け
、
取
り

組
む
べ
き
で
あ
る
。

　

請
願
の
趣
旨
に
は
賛
同
で
き
る
が
、
現
在
、
市
は
文
化
庁
に

選
ば
れ
た
東
の
飛
鳥
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
大
き
な
事
業
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
日
光
道
中
の
調
査
と
保
護
を
早
急
に
進
め

る
こ
と
に
つ
い
て
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

本
会
議
表
決
の
結
果

趣
旨
採
択

（
賛
成
多
数
）

請

願

■
日
光
道
中
の
一
部
赤
道
（
※
）の
市
道
化
に
よ
る

歴
史
文
化
財
と
し
て
の
利
活
用
を
求
め
る
請
願

※赤道（あかみち）……国道や県道・市道などと異なり、道路法の適用がない公共用の道（財産）。

討
論
定
例
会
最
終
日
の
本
会
議
で
は
、
常
任
委
員
長
の
審
査
報
告

後
に
２
人
の
議
員
が
壇
上
に
立
ち
、
討
論
し
ま
し
た
。
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審

議

結

果

第
４
回
定
例
会

会

期

日

程

11
月
29
日　

本
会
議
【
開
会
】

（
議
案
の
説
明
、

一
部
表
決
）

11
月
30
日　

本
会
議

（
一
般
質
問
）

12
月
１
日　

本
会
議

（
一
般
質
問
）

　
　

４
日　

本
会
議

（
議
案
の
質
疑
、

委
員
会
付
託
）

　
　

５
・
８
日

経
済
建
設
常
任
委
員
会

（
付
託
案
件
審
査
）

　
　

６
日

総
務
常
任
委
員
会

（
付
託
案
件
審
査
）

　
　

７
日教

育
福
祉
常
任
委
員
会

（
付
託
案
件
審
査
）

　
　

13
日　

本
会
議
【
閉
会
】

（
委
員
長
報
告
、

表
決
）

※
今
定
例
会
の
傍
聴
者
数

（
議
場
コ
ン
サ
ー
ト
含
む
）

32
名
（
延
べ
）

議案等
番号 付議事件 賛

成
反
対 結果 主　　な　　内　　容

承認5号 専決処分の承認（平成29年度一般会計補正予算第4号） 17 0 承認
10月22日に執行された衆議院議員選挙に係る費用2,852万6千円の追
加補正を専決処分。

議案63号 平成29年度一般会計補正予算（第5号） 17 0 可決 市道1－3号線の舗装修繕工事費など1億4149万2千円の増。

議案64号 平成29年度介護保険特別会計補正予算（第2号） 17 0 可決 通所型介護予防事業の負担金追加など261万6千円の増。

議案65号
平成29年度小山栃木都市計画事業仁良川地区土地区画
整理事業特別会計補正予算（第2号）

17 0 可決 物件移転などの補償費の追加に1,160万円の増。

議案66号 市税条例及び市都市計画税条例の一部改正 17 0 可決
固定資産税、都市計画税における課税標準の特例（通称わがまち特例）
の対象を追加。

議案67号 国民健康保険財政調整基金条例の一部改正 17 0 可決
国民健康保険法の改正に伴い、財政調整基金の財源を充当できる支出
科目を変更。

議案68号 道路占用料徴収条例の一部改正 17 0 可決 固定資産税評価額の評価替え等に伴い道路占用料の額を改定。

議案69号 都市公園条例の一部改正 17 0 可決
蔓巻公園、三王山ふれあい公園、グリムの館及び都市公園の施設使用
料を一部改定。

議案70号 コミュニティセンターにおける指定管理者の指定 17 0 可決
市内16カ所あるコミュニティセンターのうち、９カ所について指定管理
者を指定。

議案71号 保健福祉センターゆうゆう館における指定管理者の指定 17 0 可決
社会福祉法人下野市社会福祉協議会をゆうゆう館の指定管理者に指
定。

議案72号 ふれあい館における指定管理者の指定 17 0 可決 株式会社道の駅しもつけを引き続きふれあい館の指定管理者に指定。

議案73号 市民農園における指定管理者の指定 17 0 可決
公益財団法人下野市農業公社を引き続き市民農園の指定管理者に指
定。

議案74号 農村レストランにおける指定管理者の指定 17 0 可決
「レストハウスしもつけ」について、レストハウスしもつけ管理組合を引
き続き指定管理者に指定。

議案75号 三王山ふれあい公園における指定管理者の指定 17 0 可決 株式会社道の駅しもつけを三王山ふれあい公園の指定管理者に指定。

議案76号 グリムの森・グリムの館における指定管理者の指定 17 0 可決
一般財団法人グリムの里いしばしを引き続きグリムの森及びグリムの
館の指定管理者に指定。

請願1号
日光道中の一部赤道の市道化による歴史文化財として
の利活用を求める請願を趣旨採択する議決

14 3
趣旨
採択

市内の日光道中（旧日光街道）跡や下石橋一里塚の保護・利活用に取り
組むよう求める請願に対し、趣旨採択すべきものと決定。

議会に報告があったもの（表決はありません）
議案等番号 案　件　名 内　　　容

報告12号 専決処分の報告
市道（ＪＲ小金井駅東西自由通路）での事故に係る損害賠償額
51万3,370円の決定及び和解。

報告13号 専決処分の報告 市道での事故に係る損害賠償額2万3,596円の決定及び和解。

表決が分かれた議案の議員賛否状況
議

案

等

番

号

付

議

事

件

出

口

　

芳

伸

中

村

　

節

子

柳

田

柳

太

郎

大

島

　

昌

弘

髙

橋

　

芳

市

石

田

　

陽

一

小

谷

野

晴

夫

須

藤

　

　

勇

秋

山

　

幸

男

塚

原

　

良

子

若

林

　

　

稔

野

田

　

善

一

髙

山

　

利

夫

岩

永

　

博

美

磯

辺

　

香

代

松

本

　

賢

一

岡

本

　

鉄

男

村

尾

　

光

子

請願1号 日光道中の一部赤道の市道化による歴史文化財と
しての利活用を求める請願を趣旨採択する議決 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ○ ○ ●

○…賛成　●…反対　欠…欠席　（議長は表決に加わらない）

第４回定例会の審議結果
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イ
ン
デ
ッ
ク
ス

委

員

会

報

告

定例会で委員会付託された議案等について、各常任委員会の審査状況を報告いたします。

常 任 委 員 会
審 査 報 告

総 務

地
方
創
生
推
進
事
業

（
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
）

問
地
方
創
生
推
進
事
業
の
追
加
分
は
何
か
を
伺
う
。

答
今
回
の
補
正
は
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
Ｐ
Ｒ
や
活
用
の
た
め
の

も
の
で
あ
る
。
ブ
ル
ー
レ
イ
デ
ィ
ス
ク
の
作
成
に
約
３
５
０
万

円
、
そ
の
ほ
か
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
費
用
と
し
て
約
１
４
０
万
円
、

ア
ニ
メ
関
連
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
作
成
経
費
と
し
て
約
２
１
０
万

円
、
ア
ニ
メ
の
Ｐ
Ｒ
費
用
に
２
３
０
万
円
程
度
を
予
定
し
て
い
る
。

総 務

地
方
創
生
推
進
交
付
金

（
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
）

問
地
方
創
生
推
進
交
付
金
１
７
５
万
９
千
円
の
交
付
対
象
事
業
は

何
か
。
歳
出
で
の
財
源
内
訳
で
は
１
３
５
万
９
千
円
と
40
万
円

少
な
い
。

答
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
活
用
事
業
に
１
４
８
万
７
千
円
、
※

ツ
ー
ル

・
ド
・
と
ち
ぎ
に
27
万
１
千
円
で
あ
る
。
当
初
、
ツ
ー
ル
・
ド

・
と
ち
ぎ
に
は
県
わ
が
ま
ち
未
来
創
造
事
業
補
助
金
40
万
円
を
見
込
ん

で
い
た
が
、
地
方
創
生
推
進
交
付
金
に
切
り
替
わ
っ
た
た
め
、
減
額
と

な
っ
た
。

総 務

地
域
決
定
型
地
方
税
特
例
措
置（
わ
が
ま

ち
特
例
）�

（
市
税
及
び
都
市
計
画
税
の
一
部
改
正
）

問
保
育
事
業
や
市
民
緑
地
に
関
し
て
、
固
定
資
産
税
等
の
税
率
軽

減
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
が
、
適
用
対
象
と
な
る
件
数
の
見
込
み

は
ど
の
く
ら
い
か
。

答
現
在
の
と
こ
ろ
対
象
と
な
る
も
の
は
な
い
。
申
請
は
ま
だ
な
い

が
、
下
古
山
に
建
て
ら
れ
た
企
業
主
導
型
保
育
園
が
対
象
と
な

る
と
想
定
し
て
い
る
。

経 済
建 設
電
動
ア
シ
ス
ト
付
き
自
転
車

（
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
）

問
観
光
振
興
事
業
の
機
器
器
具
購
入
費
（
２
５
０
万
円
）
で
何
を

購
入
す
る
の
か
。

答
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
補
助
金（
1
0
0
万
円
）を
活

用
し
て
電
動
ア
シ
ス
ト
付
き
自
転
車
20
台
の
購
入
を
予
定
し
て
い
る
。

問
ど
こ
に
配
置
す
る
の
か
。

答
オ
ア
シ
ス
ポ
ッ
ポ
館
、
自
治
医
大
駅
、
石
橋
駅
、
夜
明
け
前
、

三
王
山
ふ
れ
あ
い
公
園
に
置
く
予
定
で
あ
る
。

経 済
建 設
自
治
医
大
駅
東
口
バ
リ
ア
フ
リ
ー
事
業

（
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
）

問
事
業
の
概
略
、
場
所
、
着
工
、
完
了
予
定
は
。

答
自
治
医
大
駅
東
口
広
場
と
、
市
道
７
０
０
２
号
線
（
足
利
銀
行

の
交
差
点
か
ら
北
、
自
治
医
大
に
向
か
う
道
）
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
整
備
で
あ
る
。
29
～
30
年
度
で
縦
横
断
測
量
及
び
実
施
設
計
を
行
い
、

31
年
度
に
工
事
着
手
の
予
定
。
補
助
金
の
確
保
を
考
慮
し
、
２
～
３
年

の
継
続
事
業
で
工
事
を
行
う
。

経 済
建 設
公
園
の
売
店
・
飲
食
店
の
使
用
料

（
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正
）

問
売
店
・
飲
食
店
の
使
用
料
を
月
額
売
上
高
の
３
％
以
上
10
％
以

下
に
お
い
て
市
長
が
定
め
る
額
と
い
う
こ
と
だ
が
、
な
ぜ
そ
の

基
準
と
し
た
の
か
。

答
県
内
市
町
で
は
売
上
高
に
一
定
の
割
合
を
乗
じ
る
ケ
ー
ス
と
定

額
で
定
め
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
が
、
古
民
家
カ
フ
ェ
の
運
営
状

況
を
勘
案
し
、
初
年
度
を
５
％
と
し
、
変
動
で
き
る
よ
う
幅
を
持
た
せ
た
。

※ツール・ド・とちぎ　　平成28 ～ 29年度の2年をかけて行われる国際サイクルロードレース。県内全て
の市町を通過します。下野市には平成30年3月25日（日）に、道の駅しもつけや三王山ふれあい公園を選手が
通る予定です。
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委

員

会

報

告

教 育
福 祉
子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業

（
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
）

問
委
託
料
54
万
円
が
追
加
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
委
託
先
と
そ
の

実
績
を
伺
う
。

答
委
託
先
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ポ
ポ
の
樹
で
あ
る
。
今
年
度
立
ち
上
げ

た
団
体
で
ま
だ
実
績
は
な
い
が
、
元
学
校
教
員
や
医
師
等
で
構

成
さ
れ
る
組
織
で
あ
り
、
教
育
環
境
は
か
な
り
充
実
し
て
い
る
。

教 育
福 祉
グ
リ
ム
の
館
の
売
店
及
び
飲
食
店
施
設

使
用
料�

（
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正
）

問
売
上
高
の
３
％
以
上
10
％
以
下
に
お
い
て
市
長
が
定
め
る
額
と

あ
り
、
か
な
り
変
動
の
幅
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど
の
く
ら
い
の

パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

答
運
営
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
財
団
法
人
グ
リ
ム
の
里
い
し
ば
し

の
選
定
委
員
会
を
経
て
市
が
決
定
す
る
が
、
そ
の
中
で
財
団
と

市
で
協
議
し
な
が
ら
具
体
的
な
率
を
決
定
し
た
い
。

教 育
福 祉
ゆ
う
ゆ
う
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定

問
指
定
管
理
後
の
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
伺
う
。

答
ゆ
う
ゆ
う
振
興
会
と
い
う
団
体
に
レ
ス
ト
ラ
ン
や
売
店
、
大
広

間
を
含
め
年
額
２
７
０
万
円
の
使
用
料
で
貸
し
出
し
て
お
り
、

今
後
は
指
定
管
理
者
が
管
理
運
営
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
最
良

の
管
理
運
営
が
で
き
る
よ
う
打
ち
合
わ
せ
を
し
な
が
ら
決
定
し
て
い
き

た
い
。

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た

総
務
常
任
委
員
会

　

市
民
か
ら
の
要
望
や
、
先
に

先
進
地
と
し
て
視
察
し
た
富
山

県
射
水
市
と
栃
木
県
鹿
沼
市
の

例
を
踏
ま
え
、
12
月
６
日
、
付

託
議
案
審
査
の
後
に
、
所
管
事

項
の
地
域
公
共
交
通
及
び
非
常

備
消
防
に
つ
い
て
、
担
当
部
署

と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

執
行
部
か
ら
は
30
・
31
年
度

の
次
期
委
託
契
約
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
る
、
将
来
的
に

は
近
隣
の
自
治
体
と
共
に
Ｊ
Ｒ

駅
を
起
点
と
し
た
停
留
所
付
き

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
な

ど
を
模
索
し
て
い
る
等
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
デ
マ
ン
ド
バ

ス
と
定
時
運
行
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
の
併
用
な
ど
を
提
案
し

ま
し
た
。

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

　

６
月
に
開
催
し
た
障
が
い
者

団
体
と
の
懇
談
会
で
得
た
ご
意

見
、
ま
た
、
10
月
に
障
が
い
者

福
祉
施
策
の
先
進
地
で
あ
る
掛

川
市
へ
の
行
政
視
察
の
例
を
ふ

ま
え
、
12
月
７
日
に
担
当
部
署

と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

障
が
い
の
あ
る
方
の
移
動
手
段
、

ま
た
、
施
設
整
備
に
お
け
る
課

題
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ

あ
い
ま
し
た
。

鹿沼市を視察した総務常任委員会（10月）

障がい者団体代表者と懇談した教育福祉常任委員会（６月）
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第
４
回
定
例
会
で
は
、
７
人
の

議
員
が
市
政
に
対
し
、
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。
質
問
と
答
弁
の

内
容
を
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

問
防
災
士
は
災
害
時
の

「
自
助
」「
共
助
」を
考

え
る
上
で
欠
か
せ
な
い
地
域

の
防
災
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
。

現
在
、
下
野
市
に
は
何
人
の

防
災
士
が
い
る
か
。
市
と
の

協
働
は
で
き
て
い
る
か
。

答
市
長　

30
人
で
あ
る
。

協
働
は
ま
だ
具
体
的

で
な
い
が
、
今
後
活
動
の
き

っ
か
け
を
提
供
し
、
自
主
防

災
組
織
や
自
治
会
と
防
災
士

の
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
協
力
の
同
意

が
得
ら
れ
れ
ば
、
防
災
士
の

名
簿
を
公
表
し
防
災
士
同
士

の
連
携
を
図
り
、
自
主
防
災

組
織
活
動
を
始
め
る
き
っ
か

け
づ
く
り
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

問
防
災
士
の
資
格
取
得

に
か
か
る
費
用
は
約

６
万
１
千
円
で
あ
る
。
市
で

助
成
で
き
な
い
か
。

答
市
長　

自
主
防
災
組

織
や
自
治
会
か
ら
の

推
薦
を
得
た
方
に
対
し
て
、

今
後
、
費
用
の
助
成
を
実
施

し
て
い
く
。
ま
た
、
消
防
団

員
、
消
防
職
員
、
警
察
職
員

と
そ
の
退
職
者
に
は
資
格
取

得
に
対
す
る
特
例
が
あ
る
。

こ
の
方
々
に
資
格
取
得
を
働

き
か
け
、
防
災
士
を
増
や
し

て
い
き
た
い
。
資
格
取
得
後

は
、
具
体
的
な
活
動
計
画
を

作
成
す
る
な
ど
、
防
災
士
に

よ
る
地
域
防
災
力
の
向
上
に

努
め
て
い
く
。

中
村
節
子
議
員

問
防
災
士
の
資
格
取
得
の
た
め
の
助
成
を
で
き
な
い
か

　
　

答

自
主
防
災
組
織
・
自
治
会
の
推
薦
を
受
け
れ
ば
助
成

ほ
か
に
も
・
・
・

問

ふ
れ
あ
い
館
・
き
ら
ら
館
・
ゆ
う
ゆ
う
館
の
利
用
状
況
は
。

答

３
館
と
も
利
用
者
は
増
加
し
て
い
る
。

防災士教本



9 下野市議会だよりＮｏ.47

一

般

質

問

一般質問は市ホームページで動画を公開しています。 下野市　市議会 検索

問
子
ど
も
た
ち
へ
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
助
成
、
本
市
は

ま
だ
で
あ
る
。
接
種
に
つ
い

て
は「
重
症
化
を
抑
え
る
効

果
は
あ
る
が
、
感
染
予
防
に

関
し
て
は
そ
の
年
の
流
行
の

型
と
一
致
し
な
け
れ
ば
効
力

は
な
い
」
と
の
世
界
保
健
機

関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）の
見
解
が
あ
る
。

問
駅
か
ら
徒
歩
10
分
、

ま
た
、
自
転
車
で
５
、

10
分
程
度
で
通
勤
や
通
学
が

可
能
な
土
地
が
市
街
化
調
整

区
域
内
に
存
在
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
分
家

住
宅
や
都
市
計
画
法
第
34
条

14
号
の
住
居
要
件
に
よ
り
、

隣
接
の
大
字
に
15
年
以
上
の

居
住
者
は
住
宅
建
築
が
認
め

し
か
し
な
が
ら
流
行
期
に
は

学
年
・
学
級
閉
鎖
に
児
童
生

徒
、
学
校
が
翻ほ

ん

弄ろ
う

さ
れ
る
。

学
年
・
学
級
閉
鎖
を
減
少
す

べ
く
、
ま
た
、
重
症
化
を
防

ぐ
た
め
の
助
成
を
求
め
る
。

答
市
長　

本
市
は
27
年

度
に
ロ
タ
ワ
ク
チ
ン

と
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
、
28
年

度
は
時
限
的
に
Ｂ
型
肝
炎
の

助
成
を
開
始
し
た
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

ら
れ
て
い
る
。
市
内
で
の
建

築
実
績
は
ど
う
か
。

答
市
長　

平
成
17
年
４

月
に
制
定
さ
れ
た
新

た
な
基
準
に
よ
り
15
年
以
上

の
居
住
実
績
が
あ
れ
ば
住
宅

建
築
が
可
能
と
な
る
改
正
が

さ
れ
、
住
宅
建
築
の
実
績
は

平
成
18
年
か
ら
現
在
ま
で
に

１
０
１
件
。
新
た
な
開
発
行

為
が
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、

平
成
27
年
３
月
か
ら
都
市
計

助
成
は
県
内
13
市
町
が
実
施

し
て
い
る
が
、
本
市
は
ま
だ

実
施
し
て
い
な
い
。
実
施
す

る
に
あ
た
り
対
象
年
齢
や
助

成
金
額
、
回
数
を
ど
う
す
る

か
等
の
検
討
課
題
が
あ
る
が
、

市
民
や
医
療
機
関
か
ら
も
助

画
法
第
34
条
11
号
に
基
づ
き

10
地
区
を
区
域
指
定
し
、
住

宅
建
築
等
の
新
た
な
開
発
行

為
に
係
る
基
準
の
緩
和
を
図

っ
て
い
る
。

問
市
街
化
調
整
区
域
の

耕
作
放
棄
農
地
に
対

し
て
農
地
と
し
て
再
利
用
さ

れ
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
の

か
。答

産
業
振
興
部
長　

耕

作
放
棄
農
地
に
つ
い

成
の
要
望
を
受
け
て
い
る
。

子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
り
、
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
取
り
組
む
。

て
は
、
国
の
制
度
で
耕
作
放

棄
を
解
消
す
る
た
め
の
補
助

制
度
が
あ
る
。
ま
た
、
市
で

は
農
業
委
員
会
が
年
１
回
パ

ト
ロ
ー
ル
し
て
、
耕
作
放
棄

農
地
・
遊
休
農
地
に
対
し
て

指
導
し
て
い
る
。

塚
原
良
子
議
員

髙
橋
芳
市
議
員

問
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
助
成
を

　
　

答

来
年
度
実
施
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く

問
市
街
化
調
整
区
域
の
土
地
活
用
に
つ
い
て

　
　

答

住
宅
建
築
等
の
新
た
な
開
発
行
為
が
認
め
ら
れ
な
い ほ

か
に
も
・
・
・

問

特
殊
詐
欺
撃
退
機
の
貸
し
出
し
促
進
を
。

答

特
殊
詐
欺
被
害
未
然
防
止
の
強
化
月
間
を
設
け
て
利
用
を

促
す
。

雑草が生い繁る耕作放棄農地

マスクで感染予防する子どもたち
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一

般

質

問

問
広
瀬
市
長
は
、
平
成

18
年
８
月
６
日
に
下

野
市
長
に
就
任
さ
れ
、
早
い

も
の
で
11
年
４
カ
月
を
迎
え

る
。
平
成
26
年
の
市
長
選
に

お
い
て
、「
や
さ
し
さ
・
微
笑

み
・
思
い
や
り 

第
３
章
」と

し
て
下
野
市
の
発
展
を
さ
ら

に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
、
住

み
よ
さ
県
内
ナ
ン
バ
ー
・
ワ

問
現
在
、
少
子
化
に
よ

る
児
童
生
徒
の
減
少

に
よ
り
、
全
国
で
は
毎
年
一

年
間
に
４
８
０
校
あ
ま
り
が

廃
校
に
な
っ
て
い
る
現
状
で

あ
り
、
本
市
に
お
い
て
も
学

校
跡
地
の
利
活
用
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
。
市
の
基
本
的

な
方
針
を
伺
う
。

　

ま
た
、
①
市
の
特
性
を
生

ン
を
目
指
し
、
６
項
目
の
約

束
を
さ
れ
た
が
、
３
期
目
の

市
政
運
営
を
ど
の
よ
う
に
評

価
し
て
い
る
の
か
。

答
市
長　

私
は
激
動
す

る
社
会
経
済
情
勢
や

市
民
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
と

把
握
し
、
政
策
の
一
つ
一
つ

を
、
目
的
を
見
据
え
て
実
施

し
て
き
た
。
評
価
に
つ
い
て

は
、
生
活
者
で
あ
る
市
民
一

人
一
人
が
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

か
し
た
医
療
関
係
専
門
学
校

の
誘
致
、
②
地
元
農
産
物
を

利
用
し
た
工
場
誘
致
、
③
福

祉
施
設
と
し
て
の
活
用
の
可

能
性
を
伺
う
。

答
市
長　

平
成
29
年
３

月
に
策
定
し
た
下
野

市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
で
は
、
学
校
教
育
施
設
に

つ
い
て
も
利
活
用
す
る
方
針

と
な
っ
て
い
る
。
①
医
療
に

恵
ま
れ
た
市
の
環
境
を
生
か

の
受
け
手
と
し
て
感
じ
と
る

総
評
で
あ
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

問
３
年
前
の
公
約
は
、

か
な
り
実
現
・
推
進

で
き
て
い
る
と
評
価
し
て
い

る
。
今
後
も
先
頭
に
立
っ
て

取
り
組
む
べ
く
、
平
成
30
年

７
月
の
市
長
選
に
も
候
補
と

し
て
手
を
挙
げ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
が
。

し
、
医
療
関
係
専
門
学
校
を

誘
致
す
る
こ
と
は
有
効
な
方

策
で
あ
る
と
考
え
る
。
②
農

業
を
活
用
し
た
６
次
産
業
化

の
取
り
組
み
は
販
売
促
進
に

つ
な
が
り
、
地
域
雇
用
の
創

出
等
も
期
待
さ
れ
る
と
考
え

る
。
③
福
祉
施
設
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
は
高
齢
者
や
障

害
の
あ
る
方
々
の
自
立
支
援

や
地
域
と
の
交
流
等
に
効
果

が
あ
る
と
考
え
る
。

答
市
長　

多
く
の
皆
様

と
意
見
を
交
換
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
上
で
決
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

　

庁
内
の
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
推
進
委
員
会
等
で
検

討
を
進
め
た
い
。

小
谷
野
晴
夫
議
員

大
島
昌
弘
議
員

問
次
期
の
市
長
選
に
も
挑
戦
を

　
　

答

多
く
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
し
決
定
す
る

問
学
校
統
廃
合
後
の
施
設
の
活
用
に
つ
い
て

　
　

答

地
域
の
拠
点
と
な
る
よ
う
利
活
用
す
る

ほ
か
に
も
・
・
・

問

市
民
農
園
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
伺
う
。

答

新
た
な
市
民
農
園
整
備
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

問

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
人
材
の
登
用
に
つ
い
て
。

答

学
識
経
験
者
な
ど
市
民
の
市
政
運
営
参
加
を
進
め
る
。

質問に答弁する広瀬市長

義務教育学校として南河内中学校に統合さ
れる吉田東小学校
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一

般

質

問

問
本
年
度
か
ら
産
後
１

カ
月
健
診
で
の
産
後

う
つ
チ
ェ
ッ
ク
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。
実
施
後
の
状
況
を

伺
う
。
ま
た
、
う
つ
傾
向
の

方
に
対
し
ど
の
よ
う
な
サ
ポ

ー
ト
を
し
て
い
る
の
か
。

答
市
長　

４
月
か
ら
９

月
ま
で
の
エ
ジ
ン
バ

ラ
産
後
う
つ
病
質
問
票
（
Ｅ

問
法
改
正
に
よ
り
会
計

年
度
任
用
職
員
が
規

定
さ
れ
、
平
成
32
年
度
か
ら

導
入
さ
れ
る
。
①
会
計
年
度

任
用
職
員
に
移
行
す
べ
き
職

種
及
び
そ
の
臨
時
職
員
・
非

常
勤
職
員
は
何
人
か
。
②
導

入
に
向
け
た
準
備
は
ど
う
進

め
る
の
か
。
③
定
員
適
正
化

計
画
見
直
し
は
必
要
な
い
か
。

Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
チ
ェ
ッ
ク
実
施
者

は
１
８
７
名
。
そ
の
内
う
つ

可
能
性
産
婦
は
28
名
で
、
15

％
だ
っ
た
。
検
査
委
託
医
療

機
関
か
ら
報
告
を
受
け
た
際

に
は
、
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
母
子
保
健
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
保
健
師
、

助
産
師
）
を
中
心
に
支
援
方

針
を
決
定
し
、
電
話
相
談
や

家
庭
訪
問
を
実
施
し
、
必
要

に
応
じ
精
神
科
医
の
紹
介
も

答
市
長　

①
本
市
の
臨

時
職
員
・
非
常
勤
職

員
の
総
数
は
、
現
在
約
３
２

０
名
で
、
臨
時
的
任
用
が
常

態
化
し
て
い
る
職
種
は
保
育

士
、
放
課
後
児
童
支
援
員
、

学
校
支
援
員
等
で
あ
る
。
特

別
職
非
常
勤
職
員
を
除
く
大

多
数
が
、
新
制
度
の
会
計
年

度
任
用
職
員
に
移
行
す
る
。

②
国
の
導
入
に
向
け
た
マ
ニ

ュ
ア
ル
で
は
平
成
30
年
度
に

し
て
い
る
。
庁
内
に
お
い
て

は
、
関
係
各
課
が
支
援
者
情

報
を
共
有
し
支
援
を
行
う
体

制
に
し
て
い
る
。

問
相
談
と
既
存
の
医
療

や
子
育
て
情
報
の
紹

介
だ
け
で
は
乗
り
切
れ
な
い

家
庭
へ
の
新
た
な
産
後
サ
ポ

ー
ト
事
業
が
必
要
だ
。

答
市
長　

実
施
す
る
サ

ー
ビ
ス
の
種
類
、
医

療
機
関
と
の
連
携
、
自
己
負

臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
任
用

根
拠
、
勤
務
形
態
の
調
査
、

31
年
度
に
条
例
や
規
則
を
制

定
す
る
案
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
沿
っ
て
32
年
４
月
施

行
に
向
け
て
準
備
す
る
。
③

今
年
度
は
第
２
次
定
員
適
正

化
計
画
の
中
間
年
度
に
当
た

担
額
の
設
定
が
課
題
だ
が
、

産
後
の
母
子
に
対
す
る
心
身

の
ケ
ア
、
育
児
の
サ
ポ
ー
ト

は
必
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

宿
泊
型
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
型
、

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
（
訪
問
）
型
等

の
産
後
ケ
ア
が
実
施
で
き
る

よ
う
検
討
す
る
。

る
。
平
成
32
年
度
に
３
７
３

名
と
し
た
数
値
目
標
を
検
証

し
、
新
た
な
行
政
需
要
や
持

続
可
能
な
行
政
運
営
を
担
う

体
制
に
必
要
な
職
員
数
を
精

査
し
、
今
年
度
中
に
見
直
す
。

磯
辺
香
代
議
員

村
尾
光
子
議
員

問
産
後
う
つ
チ
ェ
ッ
ク
後
の「
ケ
ア
事
業
」が
必
要

　
　

答

産
婦
の
状
況
に
応
じ
た
ケ
ア
実
施
を
検
討
す
る

問
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
導
入
に
ど
う
対
応
す
る
か

　
　

答

定
員
適
正
化
計
画
を
見
直
し
、31
年
度
に
条
例
等
を
制
定

ほ
か
に
も
・
・
・

問

道
路
破
損
等
情
報
収
集
シ
ス
テ
ム
導
入
の
検
討
結
果
は
。

答

１
月
か
ら
イ
ン
フ
ラ
通
報
フ
ォ
ー
ム
の
運
用
を
開
始
。

臨時的任用が常態化している放課後児童支援員
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視

察

報

告

行政視察調査報告

射水市は平成17年に近隣５市町が合併し、面積109.43㎢､人口９万3717人、高齢化率は29.1％

に達している。鹿沼市は18年に旧粟野町と合併し、面積490.64㎢、人口９万7154人、高齢化率は

27.2％である。

両市とも市街地と小集落が散在する地域のそれぞれに応じた方法で地域公共交通網を整備してお

り、それらの年間経費は、射水市においては委託費として２億３千万円、鹿沼市においては補助金

として１億６千万円に上る。

射水市ではパターンダイヤ（一定の間隔で周期的に

運行されるダイヤ）やバス停の間隔、運賃設定など利

用者に対し細やかな配慮がなされていた。また、デマ

ンドタクシーについては、コミュニティバスの利用者

数が少ない路線廃止の代替として、試験的導入を経て

運行に至っている。移行作業を慎重に進めた結果、冬

期間のみコミュティバスを運行する、事前登録は必要

なく電話予約のみで利用できる、といった利便性を維

持するための柔軟な取り組みがなされていた。

鹿沼市では、公共交通網の維持を目的として、廃止が検討されていた路線バスをコミュティバス

に切り替えて運行を始めたため、必然的に採算性の低い路線が多いと思われる。しかし、射水市と

同様に利用者の少ない地区を10人～ 15人乗りの予約バスに移行するなど、利便性を損なわずに市

の財政負担軽減を図る試みがなされている。そのような中、29年８月から運転免許証自主返納者に

対し終身無料券を配布するといった、時代に即した先進的な取り組みを行っている。

両市のような取り組みには多額の予算が伴うため、慎重な計画が求められるが、本市においても、

高齢化率の上昇や運転免許証自主返納者の増加が予測されることから、デマンド交通に限ることな

く、定時運行するコミュニティバスとの併用も含めた地域公共交通のあり方について検討されるこ

とを望む。

地域公共交通について（射
い み ず

水市、鹿沼市）

定住促進施策について（かほく市）

総務常任委員会総務常任委員会
10月２日　富山県射水市
10月３日　石川県かほく市
10月11日　鹿沼市

かほく市では「定住促進の取り組み」について視察。かほく市の定住促進策は20

を超える。注目されるのは新築に最大200万円の補助金を出す「若者マイホーム取

得奨励金制度」であるが、新婚世帯には、賃貸住宅への入居でも補助金が支給される。

また、子ども医療費は18歳まで助成され、保育施設も充実し、病児保育・延長保育・

休日保育に対応している。さらに、子育ての「支援」と「相談」を同時に行う施設

「かほく市子どもセンター おひさま」が開設され、経済的支援のみならず「子育て」そのものに対

する支援体制が整備されている。

定住促進策や少子化対策は、地域社会の存続に直結する最重要課題である。かほく市では、おも

に子育て世帯の中堅職員からなる「定住促進プロジェクトチーム」を編成し、庁内横断的な取り組

みや、若者のライフステージを念頭にきめ細やかに支援をするストーリー性ある施策を展開し、定

住促進に成果を上げている。こうした定住促進の取り組みを進めた結果、東洋経済新報社の全国住

みよさランキングでトップクラスに位置するまでになっている。

射水市デマンドタクシー：予約が入ると車体にステッ

カーを貼り通常業務からデマンド運行に切り替える。

車内にデマンド料金が表示されている。
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視

察

報

告

行政視察調査報告

村上市では、歴史まちづくり法の一つである「歴史的風致形成建造物指定制度」を活用し、建造

物所有者の理解や協力を得ながら歴史的建造物の保存が進められている。市街で外観修理等を実施

した建物を視察し、建造物の老朽化による破

損や劣化を修理・補修には多額の経費が伴う

ことから、住民の理解と協力が不可欠な事業

であることを実感した。

下野市も平成29、30年度で歴史的風致維持

向上計画を策定するが、①50年以上の歴史が

ある活動であること　②外から見える活動、

雰囲気が感じられる活動であること　③住民

主体の活動であること　④50年以上の歴史を

有する建造物、など計画における認定条件と

なる事例を学んだ。

今後、平成28年11月に策定された「下野市

歴史文化基本構想」を基軸に下野市の文化財

及び地域・伝統行事等の保存継承に努め、専

門部局との調整を図りながら、本市が抱える

課題や調査項目の洗い出しにより下野市歴史

的風致維持向上計画の策定に向けて努力され

ることを望む。

歴史的風致維持向上計画について（村上市）

食の循環によるまちづくりと農業振興について（新
し ば た

発田市）

経済建設常任委員会 10月16日 新潟県村上市
10月17日 新潟県新発田市

新発田市では、「産業の発展」「健康及び生きがいの増進」「教育及び伝承」「環境の保全」「観光

及び交流」の５つの基本的施策により食の循環によるまちづくりを推進している。多くの分野が関

係するため、行政担当者間の連携や多くの市民の参画が必要な事業であるが、大量消費・暖衣飽食

の現代において食の循環による営みを再生する試

みは、食品の大量廃棄などに対する解決策のひと

つとして作用するほか、自然に対する感謝の気持

ちや生命の尊さを学ぶことができる取り組みで

あった。

また、同市では新潟県内１位の出荷量を誇るア

スパラガスのブランド化にも積極的に取り組んで

いるが、市民への認知度を高めるためアスパラガ

スキャンペーンを実施するなど、アスパラガスの

消費拡大に向けた施策が展開されており、地産地

消を推進する上での参考となる点が数多くあった。

下野市においては、道の駅しもつけ、ゆうがお

パークをはじめ各地区に農産物直売所等の販売網

を有しており、これらを活かした広報活動の充実

により、しもつけブランドや農産物等のさらなる

販売促進に期待したい。

経済建設常任委員会

歴史的景観が維持された村上市内の路地

ブランド化された新発田市産のアスパラガス
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行政視察調査報告

磐田市では、平成21年度に調査研究を開始し、一部中学校区での試験的導入を経て28年度から市

内全中学校区（中学校10校、小学校22校）で小中一貫教育を実施している。

特徴的な取り組みとしては、小学１年生から英語の授業ができる「磐田市版英語モデルカリキュ

ラム」の作成や、ＡＬＴ18名を配置し会話力を養うための「ＳＰＥＡＫプロジェクト」の実施、修

学旅行先で出会った外国人に英語で磐田市の

紹介をする「修学旅行英会話」活動などがあ

り、特に英語教育に力を入れている。

また、小中一貫教育のコーディネーター機

能を充実させるため、各中学校区に市単独の

費用で教職員を１名ずつ配置しており、多く

の地域住民がボランティア活動を通じて児童

生徒の学習に積極的に関わっているとのこと

であった。

下野市においても、平成31年度から市内全

中学校区で小中一貫教育が実施される。磐田

市のような成果を得るためにも、実施に当

たっては学校現場に対し必要なサポートをす

ることが重要であると感じた。

小中一貫教育について（磐
いわ

田
た

市）

障がい者新規就労500人サポート事業について（掛川市）

教育福祉常任委員会 11月7日 静岡県磐田市
11月８日 静岡県掛川市

掛川市では、平成25年度から28年度までに、就労を希望する障がい者を新規に500人就労させる

ことを目指す市独自の障がい者就労推進事業に取り組んできた。具体的には、５名の職員から構成

される「障がい者就労500人サポート室」を設置し、採用前の就労相談や就職活動のためのスキル

習得のサポート、また、面接時のハローワークや企業等への同行支援を行う。さらには、採用後も

勤務先を定期的に訪問し状況を確認、継続に不安があれば相談できる体制を整えていた。

このように常に障がい者に寄り添った支援を行なった結果、同市における４年間の障がい者就労

実績は631人となった。就労の範囲は、一般就労のほか福祉的就労も含まれるが、28年度において

は福祉的就労者数が53人であるのに対し、一般就労者数が169人と大きく上回っている。

サポート推進室は、仕事の紹介や斡
あっせん

旋は行ってお

らず、職種や通勤エリア、勤務日数などは本人の希

望や決断に任せている。あくまでも本人が主体であ

り、推進室はそのサポートをするという姿勢である

が、多くの方がサポート推進室に相談に来庁すると

のことであり、相互の信頼関係がしっかりと築かれ

ていることがうかがえた。

本市としても、障害のある人の自立に向けた第一

歩として、「働きたい」という希望をかなえるため

の様々な事業を推進していく必要性を強く感じた視

察であった。本市でもこのようなサポート体制の構

築が望まれる。

教育福祉常任委員会

小中一貫教育導入の経緯について説明を受けた

掛川市役所において障がい者就労施策について学ぶ
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かんぴょう生産者と懇談しました
経済建設常任委員会

議 会 の 動 き
11月
７日� 栃木県央６市議会議長会会議
７～８日� 教育福祉常任委員会行政視察

（静岡県磐田市・掛川市）
～小中一貫教育について・障がい者新規就労
500人サポート事業について～

15～16日� 全国市議会議長会研究フォーラム（姫路市）
17日� 教育福祉常任委員会

経済建設常任委員会・かんぴょう生産者代表者等
との懇談会

20日� 総務常任委員会
21日� 教育福祉常任委員会
22日� 議会運営委員会・議員全員協議会
24日� 議会だより編集委員会
29日～ 12月13日　第４回定例会
30日� 正副委員長会議

11
月
17
日
（
金
）
に
市
役
所
４
階

の
議
会
特
別
会
議
室
で
、「
か
ん

ぴ
ょ
う
生
産
代
表
者
等
と
経
済
建

設
常
任
委
員
会
と
の
懇
談
会
」
を

開
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
Ｊ
Ａ
か
ん
ぴ
ょ

う
部
会
２
人
、
Ｊ
Ａ
職
員
２
人
と

か
ん
ぴ
ょ
う
マ
イ
ス
タ
ー
や
栃
木

県
農
業
士
の
３
人
。
他
に
経
済
建

設
常
任
委
員
会
の
６
人
、
議
会
事

務
局
長
の
計
14
人
で
す
。

最
初
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
紹

介
。
次
に
、
事
務
局
か
ら
地
域
ブ

ラ
ン
ド
支
援
、
か
ん
ぴ
ょ
う
産
地

支
援
事
業
、
地
産
地
消
推
進
事
業

な
ど
、
今
年
度
の
か
ん
ぴ
ょ
う
に

係
る
事
業
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

続
い
て
、
自
由
な
懇
談
と
な
り

ま
し
た
。意

見
交
換
の
内
容

◆
学
校
給
食

・
小
中
学
校
の
給
食
に
５
１
０
０

人
分
、
１
５
３
万
円
の
予
算
計
上

を
し
て
い
た
だ
き
（
生
徒
１
人
あ

た
り
、
年
間
３
０
０
円
）
か
ん
ぴ
ょ

う
を
含
む
下
野
市
産
の
野
菜
購
入

の
補
助
が
行
わ
れ
て
い
る
。
子
ど

も
の
頃
に
食
べ
た
も
の
は
一
生
食

べ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、

も
っ
と
食
べ
て
も
ら
い
た
い
。
予

算
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

◆
機
械
の
問
題

・
生
産
メ
ー
カ
ー
が
少
な
く
新
し

い
も
の
を
買
う
の
が
難
し
い
。
注

文
し
て
も
１
年
間
待
つ
。

・
中
古
を
譲
っ
て
も
ら
い
自
分
で

直
し
て
使
っ
て
い
る
。
機
械
の
性

能
も
あ
ま
り
昔
と
変
わ
ら
ず
、
使

い
勝
手
が
よ
く
な
っ
て
い
な
い
。

・
小
山
北
桜
高
校
、
小
山
高
等
専

門
学
校
、
宇
都
宮
大
学
農
学
部
に

協
力
し
て
も
ら
っ
て
は
ど
う
か
。

◆
作
業
が
大
変
、
朝
が
早
い

・
１
つ
の
農
家
で
夕
顔
を
栽
培
し
、

か
ん
ぴ
ょ
う
に
加
工
ま
で
す
る
の

は
大
変
。
栽
培
す
る
、
加
工
す
る

な
ど
を
分
業
に
す
る
こ
と
も
考
え

て
は
。

・
朝
は
早
い
が
、
昼
寝
を
し
て
体

力
を
蓄
え
て
い
る
。
発
想
を
切
り

替
え
る
こ
と
も
必
要
。

・
長
時
間
の
重
労
働
だ
が
、短
期
で

収
益
が
あ
が
る
の
で
経
営
的
に
は

か
ん
ぴ
ょ
う
生
産
は
い
い
と
思
う
。

◆
か
ん
ぴ
ょ
う
の
加
工
品

・
甘
辛
く
煮
つ
け
た
加
工
品
は
喜

ば
れ
る
。
力
を
入
れ
て
は
ど
う
か
。

・
か
ん
ぴ
ょ
う
サ
ミ
ッ
ト
の
試
食

会
で
食
べ
た
白
か
ん
ぴ
ょ
う
（
塩
、

み
り
ん
で
味
付
け
）は
お
い
し
か

っ
た
。
従
来
の
甘
辛
の
も
の
と
組

み
合
わ
せ
、「
紅
白
か
ん
ぴ
ょ
う
」

と
し
て
も
面
白
い
。

◆
後
継
者
・
労
働
力
問
題

・
後
継
者
が
な
か
な
か
育
た
な
い
。

・
求
人
し
て
も
人
が
集
ま
ら
な
い
。

・
障
が
い
の
あ
る
方
に
作
業
を
お

願
い
す
る
の
は
ど
う
か
（
農
福
連

携
）

終
わ
り
に

現
在
、
市
議
会
で
は
「
か
ん
ぴ
ょ

う
条
例
」
の
議
員
提
案
を
検
討
中

で
す
。
市
、
市
民
に
対
し
て
か
ん

ぴ
ょ
う
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

い
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
が
目
的
で
す
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
会
議
を
続

け
て
い
き
、
様
々
な
意
見
を
出
し

合
い
、
前
向
き
に
考
え
て
い
く
こ

と
が
重
要
だ
、
と
参
加
者
の
意
見

が
一
致
し
て
、閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

12月
１日� 議場コンサート
11日� 議会運営委員会・議員全員協議会
13日� 議会だより編集委員会
20日� 石橋地区消防組合議会定例会
27日� 議会だより編集委員会

１月
18日� 議会だより編集委員会
22日� 愛知県岡崎市議会視察来庁
　　　～選挙の投票環境の向上策について～
25日　議会だより編集委員会
29日　鹿沼市議会視察来庁
　　　～庁舎建設について～

懇談の様子
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議会活性化特別委員会最終報告（12月13日・本会議）

報
告
を
す
る
小
谷
野
委
員
長

・
政
務
活
動
費
は
今
任
期
導
入
せ
ず
今
後
も
さ
ら
に
研
究

・
議
会
報
告
会
は
市
民
と
の
意
見
交
換
の
場
と
な
る
報
告
会
も
開
催

　
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
は
、
平
成
26
年
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
設
置
が
可
決
さ
れ
、
約

３
年
間
に
わ
た
り
下
野
市
議
会
改
革
を
進
め
る
た
め
の
調
査
研
究
が
行
わ
れ
、
平
成
29
年
10
月

15
日
ま
で
に
計
26
回
の
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
第
２
回
及
び
平
成
28
年
第
１
回
の
定
例
会
に
お
い
て
中
間
報
告
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
も
引
き
続
き
諮
問
事
項
の
検
討
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
基
本
条
例
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
、
議
会
基
本
条
例
第
６
条
の
議
会
報
告

会
は
、
過
去
３
回
開
催
し
た
時
点
で
一
般
参

加
者
が
少
な
く
開
催
方
法
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
、
市
民
と
の
意
見

交
換
の
場
と
な
る
報
告
会
を
開
催
す
る
も
の

と
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、「
新
庁
舎
建
設
に
伴
う
議
場
に

関
す
る
調
査
」や「
議
員
研
修
の
あ
り
方
」に

つ
い
て
も
検
討
が
行
わ
れ
、
調
査
結
果
が
議

会
運
営
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

会
派
制
に
つ
い
て

　
会
派
は
、
市
政
に
関
す
る
主
張
を
同
じ

く
し
、
政
策
立
案
等
を
目
的
と
し
て
結
成

さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。
会
派
制
の
導
入

に
つ
い
て
は
、「
次
期
改
選
後
に
導
入
す

る
」と
中
間
報
告
を
行
い
、
そ
の
後
、「
下

野
市
議
会
会
派
及
び
会
派
代
表
者
会
議
規

程
」を
作
成
し
、
改
選
後
速
や
か
に
導
入

を
行
う
も
の
と
し
ま
し
た
。

政
務
活
動
費
に
つ
い
て

　
政
務
活
動
費
に
つ
い
て
は
、
中
間
報
告

で
は
、
議
員
個
人
へ
の
交
付
と
し
て
平
成

29
年
度
か
ら
の
導
入
に
向
け
引
き
続
き
条

例
等
の
検
討
を
行
う
方
向
性
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
会
派
制
導
入
に
伴
う
議

会
運
営
に
鑑
み
、
ま
た
政
務
活
動
費
の
使

途
の
透
明
性
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら

更
な
る
議
論
を
重
ね
た
結
果
、
今
後
も
さ

ら
に
研
究
を
進
め
る
必
要
性
が
あ
る
た
め
、

今
任
期
中
の
政
務
活
動
費
の
導
入
は
行
わ

な
い
も
の
と
し
ま
し
た
。

今号の題字：吉田東小学校　６年　海老原耶々さん
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今
年
度
は
、
議
会
と
し
て
初
め
て
実
施
し
た
こ
と

が
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。
市
・
教
育
委
員
会
と
共

催
し
た
中
学
生
議
会
、
小
学
生
に
よ
る
議
会
だ
よ
り

題
字
、
そ
し
て
文
化
協
会
と
の
共
催
に
よ
る
議
場
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。
こ
れ
ら
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
議
会

に
親
し
み
を
抱
い
て
い
た
だ
け
る
一
助
と
な
っ
た
で

し
ょ
う
か
。

中
学
生
議
会
で
は
満
員
の
傍
聴
席
に
座
り
、
出

入
り
す
る
に
は
窮
屈
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

議
席
と
机
の
間
も
狭
く
、
席
を
立
つ
の
に
苦
労
し
て

い
る
議
員
も
い
ま
す
。
建
設
費
縮
減
に
苦
心
し
た
結

果
で
す
が
、
設
計
段
階
で
は
気
づ
か
ず
、
で
き
上
が

っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
と
痛
感
し

ま
し
た
。
私
た
ち
議
員
は
、
こ
う
し
た
見
え
な
い
部

分
も
し
っ
か
り
と
推
測
・
洞
察
で
き
る
よ
う
に
訓
練

し
な
け
れ
ば
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

今
後
と
も
、
市
民
と
議
会
を
つ
な
ぐ
ツ
ー
ル
と
し

て
、
議
会
だ
よ
り
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
村
尾
光
子
）

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

村
尾　

光
子　
　

中
村　

節
子　

出
口　

芳
伸　
　

柳
田　

柳
太
郎

髙
橋　

芳
市　
　

若
林　

稔　
　

下
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
下
野
市
議
会
だ
よ
り

の
音
訳
CD
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
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絡
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（
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）
１
２
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次
号（
№
48
）は
5
月
15
日
に
発
行
し
ま
す
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会
派
制
を
改
選
後
速
や
か
に
導
入


